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　東日本大震災をはじめとする過去の災害で役に立っ
たと言われる品を紹介します。いざという時に備える
「非常持ち出し品」の中に入れておきましょう。

災害時役立つ品①　ラップ

食器洗いの代用…水不足の時、食器の上に敷けば同じ
皿を何回も使えます。

傷の手当に活用…包帯をひんぱんに交換できないとき、
上からラップを巻いて、ほこりや汚れから守ります。
防寒の役割…ラップを体に巻きつけることにより、保
温し温かくなります。
ひもの代用…長いラップをねじることによりヒモの代
わりになります。
伝言板として活用…ラップをガラスなどにピッタリと
はりつけ、マジックで伝言を書くことができます。

災害時役立つ品②　ポリ袋、レジ袋

防寒着、レインコートに…袋
の３カ所に穴を開けて、頭
と両手を出して使用します。
ボールの代わり…材料を混ぜ
る料理などで使えます。
救護用…直接傷口に触らない
方がよい場合、手袋の代わ
りに使用します。

災害時役立つ品③　新聞紙

防寒対策…新聞紙をくしゃくしゃにして、衣類と衣類
の間に入れて体を暖めます。
生活用品…新聞紙を折りたた
み、スリッパ、入れ物、袋
の代わりに使用します。
救護用…新聞紙を折りたたみ
骨折時の添え木代わりとし
て使用します。

新聞紙が、寝具や食器にも…
　新聞紙をよくもんでごみ袋に入れ、そこに足を入れ
て暖めます。ごみ袋をし
ばり枕や布団の代わりに
します。また、新聞紙と
ビニール袋でコップが、
新聞紙とアルミホイルで
皿ができます。

「みしまるホッとメール」で情報取得

　災害時、メールなどのパケット通信は、電話よりも
つながりやすい状況でした。情報取集が一番大切とい
う人も多くおり、市では平常時より危機管理情報など
をメールで配信しています。
　ぜひ、登録して情報を取得して
ください。
登録のためのメールアドレス
　 t-mishima@sg-m.jp

駒

▲ポリ袋で作成した防寒着

▲登録用QRコード

▲新聞紙で作ったスリッパ

▲新聞紙とごみ袋で作った、枕

災害に学ぶ。災害時役立った工夫を活かそう

危機管理
連載シリーズ８

問危機管理課（緯９８３－２６５０）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!

　三島市防災指導員は、
自主防災組織リーダー研
修会などの図上訓練の指
導などを行っている市民
ボランティアです。
　多くの人は「家具の固
定など」をすることを知
っています。しかし、「実行」しているかは別で
す。知識があっても「実行」が伴わなければ意
味がありません。平常時に“自助”のための対
策を「実行」してください。災害において、自
分の命を守ること・ケガをしないことが大切で
す。“自助”がなければ“共助”＝人を助けるこ
とはできません。
　また、自分の地域の弱点を知ることも大切で
す。それにより対策ができ、行動ができるから
です。実行・行動することが大切です。

わたしたちの自主防災組織
三島市防災指導員代表

喜多村　武さん

災害
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郷
土
資
料
館
で
は
年
に
三
、
四
回
企

画
展
を
開
催
し
、
平
成
二
十
六
年
一
月

三
日
金
か
ら
は
「
暮
ら
し
を
彩
っ
た
機

械
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
そ
の
企
画
展
で
展
示
す
る
資
料

の
中
で
、「
家
庭
で
音
楽
を
楽
し
む
」
を

可
能
に
し
た
機
械
、 蓄
音
機
 を
紹
介
し

ち
く
お
ん
き

ま
す
。

　
蓄
音
機
が
最
初
に
発
明
さ
れ
た
の
は

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
発
明
王
エ
ジ

ソ
ン
に
よ
っ
て
で
し
た
。
そ
の
翌
年
に

は
イ
ギ
リ
ス
人
ユ
ー
イ
ン
グ
に
よ
っ
て

日
本
で
も
録
音
・
再
生
の
実
験
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
明
治
時
代
中
期
で
す
。　

　
明
治
三
十
年
代
に
は
蓄
音
機
を
販
売

す
る
店
が
登
場
し
ま
し
た
。
レ
コ
ー
ド

が
円
筒
形
か
ら
現
在
と
同
じ
円
盤
型
に

な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　
写
真
①
の
蓄
音
機
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ビ
ク
タ
ー
社
か
ら
明
治
時
代
中
期
に
発

売
さ
れ
た
蓄
音
機
で
す
。
大
き
な
ホ
ー

ン
は
花
型
や
ベ
ル
付
き
、
金
属
製
や
木

製
な
ど
好
み
で
交

換
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
末
期

に
は
、
ホ
ー
ン
を

内
蔵
し
て
家
具
ら

し
さ
を
出
し
た
蓄

音
機
②
が
登
場
し

ま
し
た
。
上
蓋
を

開
く
と
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
上

の
扉
の
中
は
内
蔵
さ
れ
た
ホ
ー
ン
に
な

っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
音
が
出
ま
す
。

　
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
大
き
く
立
派

な
蓄
音
機
か
ら
、
小
ぶ
り
で
扱
い
や
す

い
蓄
音
機
③
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

持
ち
運
び
で
き
る
蓄
音
機
や
、
電
気
蓄

音
機
も
登
場
し
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
、
蓄
音
器
は
全
国
に
普
及

し
、
初
期
に
は
西
洋
音
楽
中
心
だ
っ
た

レ
コ
ー
ド
も
、
庶
民
に
人
気
の
 義
太
夫
 

ぎ
だ
ゆ
う

や
 浪
花
節
 な
ど
邦
楽
レ
コ
ー
ド
が
発
売

な
に
わ
ぶ
し

さ
れ
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
蓄
音
機
の
登
場
前
は
、
音
楽
を
鑑
賞

す
る
に
は
会
場
に
足
を
運
ぶ
し
か
な
く
、

名
人
の
技
を
耳
に
で
き
る
機
会
は
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
蓄
音
器
と
レ
コ
ー

ド
の
登
場
に
よ
り
誰
も
が
優
れ
た
音
楽

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
蓄
音
機
を
は
じ

め
、
な
つ
か
し
い
機
械
を
多
数
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 郷土資料館（緯９７１－８２２８）

 三
島
と
古
写
真
⑦

成
人
の
日
の
三
嶋
大
社

　
暮らしを彩った
機械たち
（その１）

　
成
人
を
祝
う
儀
礼
は
古
く
か
ら
あ
り
、
男
子
に
は

 元
服
 、 褌

祝

 
、
ま
た
、
女
子
に
は
 裳
着
 、 結
髪
 な
ど

げ
ん
ぷ
く
 

ふ
ん
ど
し
い
わ
い
 

も

ぎ

 
け
っ
ぱ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
終
戦
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、

埼
玉
県
 蕨
市
 で
、
次
代
を
担
う
青
年
た
ち
に
明
る
い
希

わ
ら
び
し

望
を
持
た
せ
励
ま
す
た
め
に
行
わ
れ
た
、「
青
年
祭
」の

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
成
年
式
」
が
、
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
、「
成
人
の
日
」
と
制
定
さ
れ
、「
大

人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う

と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
」と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

国
民
の
祝
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
十
五
日
、
三
嶋
大
社

境
内
で
の
晴

着
姿
の
新
成

人
で
す
。
大

社
の
当
日
の

日
誌
に
も
、

境
内
は
参
拝

客
で
大
い
に

に
ぎ
わ
っ
た

こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

No.３０８

▲昭和４１年１月１５日三嶋大社

▲①明治３６～４４年製造の蓄音機 
　（ビクターV－Ⅱ）

葛②ホーン内蔵型蓄音機
　（ビクトローラV V－８０）

▲③ポータブル蓄音機
　（コロンビア№２３０）




